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　古期英語 詩 βθo 牌 ゲ 『べ 一 オ ウル フ 』には 、本編 の 物語 の 中に 、 い くつ か

の 挿話 が 織 り込 まれ て い る 。 そ の 中 に、 通例 The　Finn　Episode 「フ ィ ン 王 の

挿話」と呼 ばれ る挿話 が あ る （Beowulfll．1071−ll59）。
フ ィ ン とは Fresanフ レ ー

ザン とい う国の 国王 で あ り 、
フ レ ー ザ ン とは フ リ

ー ジ ア ン で 、北海 沿岸 に存

在 して い た 中世 の ゲ ル マ ン 人部族国家の
一

つ で あ る 。 そ の 「フ ィ ン 王 の 挿話 」

は 、 デネすな わ ちデ ン マ
ー

ク の 国王 の 王 族 フ ネ フ が 、そ の 妹 の ヒ ル デ ブル フ

の 嫁 い だ フ レ
ー ザ ン の 国 王 フ ィ ン の 城館 に宿泊 中 に 、 フ レ ー ザ ン に 属 し て い

た ジ ュ
ー

トの 兵士 に よ り襲撃 され 、 非業の 死 を遂げ る事件 を取 り扱 っ て い る 。

そ の 事 件 の 後 、デネの 軍 の 統 率 者 と して フ レ
ー ザ ン 、 ジ ュ

ー トの 兵 i：達 と戦

い 、雪辱 し、主君 フ ネ フ の 無念 を晴 ら した 人物 が Hengestで あ る 。　 Hengestは 、

ア ル フ レ ッ ド大王 の 頃 の 古期英語 の 発 音で は ヘ ン ジ ェ ス トで あ っ た 。

　 とこ ろで 、 ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン 七 王 国 の 中で 、 7 〜 8 世紀 に 隆盛 を極 めた

ノ
ー サン ブ リア 王 国 の べ 一 ダは 、 ラ テ ン 語で イ ン グ ラ ン ドに お け る最初 の 歴

史書 『英国 民教会史』を著わ して い る 。 そ の 中で 、べ 一 ダ は 、 最初に ブ リテ

ン 島に移住 した ゲル マ ン 人部族 と して 、 ア ン グル 、 サ ク ソ ン
、

ジ ュ
ー

トを挙

げ、そ の ジ ュ
ー

トを率い て い た 人 物 と し て 、Hengist ヘ ン ギ ス トと Horsa ホ

ル サ の 兄弟に言 及 して い る （Beda 　l − XV ）。 そ の べ 一 ダ に 言及 され て い る

Hengist は 、 ジ ュ
ー

トの 出身 で あ っ た 。 そ の べ 一 ダ の 『英国民 教会 史』 を 占

期 英 語 に 直 した ア ル フ レ ッ ド大 王 の 翻訳 で は 、Hengist は 、
　 Hengest とな っ

て い る 。

　『ベ ー オ ウル フ 』の 「フ ィ ン 王 の 挿話」に お け る Hengestは 、デ ネ、つ ま りデー

ン の 側 の 軍 事 的統率者 で ジ ュ
ー

トと戦い
、

一
方 、

ベ ー ダの 『英 国民 教会 史』

の Hengist は、後 の ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン 人 となる ゲル マ ン 民族 の
一 部族 、ジ ュ

ー

トの 長で あ っ た
。 そ の 両者の 名前 は 、古期英語 で は い ず れ も Hengest で 、 同

じ名 前で あ るが 、正 反 対 の 立場 で あ る の で 、 2 人の Hengest を別 人 とす る観
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方 が
一

般 的 だ っ た 。 し か しそ の 名前の
一

致 を単な る偶 然 とは 見 な さず、 同
一

入 物 とす る 見解 も存在す る 。 例 え ば 、
20i 鯀 己の ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン 史 の 碩

学 チ ャ ドウィ ッ ク等 の 見解で あ る 。

　本稿 は 、 『べ 一
オ ウル フ 』の 「フ ィ ン 王 の 挿話 亅 に お け る Hengest と、べ 一

ダの 『英 国民 教会 史』 に お け る Hengist を同
一

人 物 と考え る 、 そ の 見解 を検

討 す る 。 も し同
一

人物 で あ る とす る な らば 、

ベ ー ダの 『英国 民 教 会史』 で

は ジ ュ
ー トで あ る Hengistが 、『べ 一オ ウル フ 』の 「フ ィ ン 王 の 挿話 」 で は 、

なぜ デ ネの 将 軍 Hengest に な っ て い る の で あ ろ うか 。 2 人 の Hengestが 同
一

人物 で ある とい うこ とが成 立 し得 る とすれ ば 、そ れは どの よ うな状況 にお い

て で あ ろ うか 。 そ の 問題 を考 え る こ と に した い
。 なお 、 本稿 で は 、 べ 一 ダの

Hengist を、 ア ル フ レ ッ ド大王 の 古期英語 訳 の Hengest の つ づ りで 考え る こ

とに す る。 同 じっ づ りの Hengest の 方 が、 そ の 人 物 に 対 して 、 照準 を よ り鮮

明 にす る こ とが で き る よ うに 思 わ れ るか らで あ る 。

2

　ま ず 、 『ベ ー
オ ウル フ 』 の 「フ ィ ン 王 の 挿話 」 に 登 場 す る Hengest に つ い

て 考え る こ とに す る 。 そ の 前に 、『べ 一 オ ウル フ 』の 中で 、「フ ィ ン 王 の 挿話」

は 、どの よ うな局 面 で 語 られ るの か 、「フ ィ ン 王 の 挿 話」に 至 る物 語 を振 り返 っ

て み た い
。

　 主 人公 べ 一 オ ウル フ は 、 デ ネの 国王 フ ロ
ー ス ガー

ル の 要請 に 応 え て 、 デ ネ

の 王 宮に 対す る怪獣 グ レ ン デ ル の 暴虐 を抑 え る た め に 、故 国 Geatas イ ェ
ー

ア タス か ら船に乗 り、デネに 来 る 。
べ 一 オ ウル フ は 襲 っ て きた グ レ ン デル を

倒 し 、 グ レ ン デル は 瀕死 の 状態 で 棲家の 沼 に 帰 っ て い く。 国王 主催 の 、

ベ ー

オ ウル フ の 英雄 的行為 を称 え る祝宴が 開か れ 、 国王 フ ロ
ー

ス ガ ール に よ っ て

ベ ー
オ ウル フ に 賛辞 が賜 われ 、 饗宴 が佳 境 に 入 っ た時 に 、 宮廷 の 詩 人に よ り

歌 われ る物 語 が 、
「フ ィ ン 王 の 挿話 」 な の で あ る 。

　 「フ ィ ン 王 の 挿話 」 は 、
ヒル デブル フ に ふ りか か っ た 悲運 が最初 に 述 べ ら

れ る 。 あ る 戦が あ り 、 その 戦 の 内容 に っ い て 「フ ィ ン 王 の 挿話」 で は詳 し く

は 語 られ て い ない が 、 そ の 戦 で ヒル デ ブル フ は 、 彼女の 兄 と彼女 の 息 子を失 っ

た 。
ヒ ル デ ブ ル フ は 、 フ レ ー ザ ン の 国王 フ ィ ン に 嫁い だデ ネの 王 女 で あ っ た

が 、 そ の 戦で 、デネの 王 族で ある兄 フ ネ フ と、 夫 フ ィ ン 王 との 間の 息子 を失 っ

た の で あ る 。 フ ネフ は 、 妹 の 嫁 ぎ先の フ レ ー ザ ン の 国王 フ ィ ン の 城館 を訪 れ 、
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その 時に 、 フ レ ー ザン の 側 に い たエ
ー

オ タ ン （ジ ュ
ー

ト） に よ る不 意の 急襲

に遭 う。 デネ とフ レ ーザ ン の 間 に激 しい 戦が 繰 り広 げ られ 、 結局 、 デネ の フ

ネフ は 殺 され る 。
「フ ィ ン 王 の 挿話 」 は 、 そ の 戦の 終わ っ た 直後 の 状況 か ら

始 ま り、そ の 戦 が具 体 的 に どの よ うな もの で あ っ た か に つ い て は 書か れ て い

ない
。 戦 の 内容 は

、 『べ 一 オ ウル フ 』 とは 直接関連の ない 古期英 語詩 『フ ィ

ン ズ ブ ル フ の 戦』 に触 れ られ て い る 。 『フ ィ ン ズ ブル フ の 戦 』 は 、 写 本 の 大

部分が失 わ れ 、 今 日伝 え られ て い る の は 45 行ほ どで あ るが
、 もと も と数百

行 は あ っ た もの と推 測 され て い る 1）。 『ベ ー
オ ウル フ 』の 「フ ィ ン 土 の 挿話 」

で 、 そ の 最初 の 戦 に つ い て の 説 明 が省 か れ て い るの は、 お そ らく 『べ 一
オ ウ

ル フ 』の 著者 の 時代 には 、 そ の 『フ ィ ン ズ ブル フ の 戦』の 詩が 、広範に 流布

して い た た め と思わ れ る。 そ の 『フ ィ ン ズ ブル フ の 戦 』を暗 黙 の 前提 と して 、

『べ 一
オ ウル フ 』 の 著者 が 宮廷詩 人に 語 らせ 始 め るの が 、 「フ ィ ン 王 の 挿 話」

なの で あ る 。

　 「フ ィ ン 王 の 挿話 」 の 冒頭 は、 「ヒ ル デ ブル フ は エ
ー

オ タ ン の 信 義 を称 賛す

る 理 由は なか っ た 。 何 の 罪 もない ヒ ル デブル フ は 、 そ の 戦で 兄 と子 供 を失 っ

た。」 とい う表 現 で 始 ま る c っ ま り、 ヒ ル デ ブル フ に対 して エ
ー

オ タ ン が信

義に も とる 行動 を とっ た 、 そ の 結果 、 戦で ヒ ル デブル フ は 、 兄 と息子 を失 う

とい う悲劇 に遭 っ た 、 とい う内 容 で あ る。 エ
ー

オ タ ン とい うの は 、 前 述 の よ

うに 、 ア ン グル 、 サ ク ソ ン と と もに ブ リテ ン 島 に渡 っ た ジ ュ
ー

トの こ とで あ

る 2）。 つ ま り冒頭 で 、 デ ネ の 王 女 ヒ ル デ ブ ル フ は 、 ジ ュ
ー一

トを信 じた た め

に悲惨 な運命 に遭 っ た 、 と述 べ られ て い るの で あ る 。 そ して 、そ の 戦で 死 ん

だ 主君 フ ネ フ の 仇 を とる た めに 、 デ ネに属 す る武 将 Hengest は 、
フ レ

ー ザ ン

の 国 王 フ ィ ン とそ の 家 臣 の フ レ
ー ザ ン 、 そ して フ レ

ー ザ ン に属 す る ジ ュ
ー

ト

と戦 う、そ して フ ィ ン を討 ち、戦 に 勝利 し、ヒ ル デ ブル フ をデネに連れ 戻 す。

それ が 、 「フ ィ ン 王 の 挿話 」 で 述 べ られ るデ ネ とフ レ ー ザ ン の 問 の 第 二 の 戦

で あ る。
Hengest は 、 「フ ィ ン 王 の 挿 話」 で は詳 し く描 写 され て い ない 第

一

の 戦 に お い て も登 場 し、 『フ ィ ン ズ ブ ル フ の 戦』 に も言 及 され て い る。 そ の

第
一

の 戦で 、Hengest はデ ネの 側 を代表 して 戦い 、 フ レ ー ザ ン の 軍勢 に 多大

な打撃 を与 え た 。 しか しなが ら Hengest の 主君 、デネ の フ ネ フ は 斃れ る 。 フ

レ ー ザ ン 側 も、 フ ネフ を倒 した と は 言 え多 くの 戦死 者 が あ り、 フ ィ ン 王 はデ

ネ に 和 睦 を提 案 し、デ ネ もそ れ に応 じ、和 平 の 条約 が締結 され る 。
Hengest は 、

引 き続 き家 臣達 と フ ィ ン 王 の 城 館 に と どま る こ と に なる。 と どま っ て い た そ

の 数 カ 月 の 問に 、鬱勃 と湧 きあが る仇討 ちの 念 を抑 え難 くな り、遂 に 実行 し
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主 君 の 無念 を晴 らす の で あ る。

　 こ こ で 確認 した い と思 うの が 、 「フ ィ ン 王 の 挿話」 に お け る エ ー オ タ ン す

なわ ち ジ ュ
ー

トの 役 割、 そ して ジ ュ
ー トと Hengestの 関係 で あ る。 前述 の よ

うに 、
エ ー オ タ ン の デネ に対 す る背信 行為 に よ り 、

フ ィ ン ズ ブル フ に お け る

戦 と 、 そ れ に よ る悲劇 が 生 じた 。 実際に 、 エ ー オ タ ン の デネに 対 す る背信行

為 が どの よ うな もの で あ っ た か 、 そ の 内 容 に つ い て は 、
「フ ィ ン 王 の 挿話 」

で は 明 らか に され て い ない
。 も とも とデネ とフ レ ーザン の 関係 は 脆い もの で 、

い つ で も崩壊す る よ うな もの で あ っ た とす る見解 もあ る 3）。
い ずれ に せ よ 、

エ
ー

オ タ ン すなわ ちジ ュ
ー一一　b （エ ー オ タ ン は 『フ ィ ン 王 の 挿話 』の 中で フ レ ー

ザ ン と同 じ意味で 用 い られ て い る場合 もあ る が） の 背信 に よ り、デネ に悲劇

が 起 こ り、それ に対 し 、 そ の 状況 を逆転 させ て デネに 最終的勝利 を もた ら し

た の が 、デネの 軍 隊を統括 して い た Hengestで あ り、 そ して Hengest の 仇討

ちの 矛 先 が 向け られ て い た の が 、 フ レ
ー ザ ン と 、

エ
ー

オ タ ン す なわ ちジ ュ
ー

トで あ っ た 。

　 とこ ろ で 、そ の ジ ュ
ー

トを仇 敵 と して い た そ の デネの Hengest が、 後 に ブ

リテ ン 島に 渡 り 、 定住 し た ゲル マ ン 人の ジ ュ
ー

トの 代表者 Hengest で あ っ た

とす る の が 、 チ ャ ドウィ ッ ク等 の 見 解で あ っ た 。
ジ ュ

ー
トを敵 とす るデ ネの

Hengest が 、
ジ ュ

ー
トと し て ブ リテ ン 島に渡 る とい うこ とが 、 あ り得 る の で

あ ろ うか 。 次 に 、諸 研 究者 の 見解 をみ る こ とに した い
。

3

　20 世紀 を代表 す る ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン 史の 研 究者 で あ っ た チ ャ ドウィ ッ

ク は 、2 人 の Hengest につ い て 、 次 の よ うに 述べ て い る （Chadwiok 　 52−53）。

も と も と Hengest とい う名 前 は き わ め て ま れ な名 前 で あ る ；そ の 名 前 の

人物 は 、 ベ ー ダの Hengest の 他 に 、『ベ ー オ ウル フ 』 と 、 フ ィ ン ズ ブ ル フ

の 戦 の 詩 に 見出 され る の み で あ る ；Hengest は 、 デネ の 国 王 ヘ ア ル フ デネ

Healfdene　4）に連 な る 王 族 と思 われ る フ ネフ Hneef の 配 下 の 将軍 で あ っ た ；

フ ネ フ が何 らか の 理 由で フ リー ス ラ ン ドを訪 れ 、そ の 時 に国 王 フ ィ ン の 家臣

達 に よ っ て 殺害 され る ；Hengest と他 の 戦士 達は 、長 い 戦の 末、 フ ィ ン と和

睦を結 ん だ ； しか し彼 らの 中に は デ ン マ
ー クに 帰 る者 もい て 、 戦力 を整 え、

最終的 に フ ィ ン を倒 した ； しか し、Hengest が どの よ うな運 命 を た ど っ た か

は述べ られ て い ない 。
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　チ ャ ドウ ィ ッ ク は 、続 け て 次の よ うに 述べ る 。 2 人 の Hengest は 、 お そ ら

く同 時代人 に 違 い ない ；『ベ ー オ ウル フ 』 の 詩 の 舞台 は 、 6 世紀 の 最 初 の 四

半 世紀 で 、 フ ロ
ー ス ガ ー

ル の 父 ヘ ア ル フ デネは 、 5世紀 の 半ば 頃、デ ネ を統

治 して い た と考え られ る 二ま た 二 人 の Hengest は 同 じ国の 出身 の よ うに思

わ れ る ：ネ ン ニ ウス の Historia　Brittonum で は 、　 Hengest は Oghgu1、す なわ

ち南ユ トラ ン ドの Angel の 出身で ある とされ 、『べ 一 オ ウル フ 』 と 『フ ィ ン

ズ ブル フ の 戦』で は 、デネの 出 身 に な っ て い る ；2 人 の Hengest が属 して い

た ゲル マ ン 人部族 に つ い て は、 ケ ン ト王 国 の Hengest は 、べ 一 ダ に よれ ば

Iutae（luti）で あ り、英 語 訳 で は Ytena 、　 Eota 、　 Iutna（Gen．pl．）、　 Iotum（Dat．pl．）

で あ る ；も う
一 方 の Hengest の 属 す る部 族 は 、『ベ ー オ ウル フ 』 に よれ ば

Eotena （Gen ，p1．）、　 Eotenum （Dat．p1．）とな っ て い る ；そ れ らは 著 しい 類 似 性 が

あ る ；ま たネ ン ニ ウス で は 、 Hengest は 亡命者で あ っ た と され て い る ； も う

一
方の Hengest の 運命 に っ い て は わ か らない が

、 そ の 主 君 を殺 害 した 相手 と

和睦 した後で は 、Hengest は 故国に は 到 底 帰れ な か っ た で あ ろ う ；そ の よ う

な 場合 は 、
亡命す る の が 通例 で あ る ；結局 、

Hengest の ケ ン ト地域 へ の 侵入

が 440 年以 後 の 事 で あ る な らば 、 2 人 の Hengest が 同
一

人 物 で あ る こ とは 、

ほ ぼ 間違 い ない
。

　以 上 、 少 し長 くな っ た が 、 チ ャ ドウ ィ ッ ク の 説は極 めて 重要な もの を含 ん

で い る の で 、 Hengest に関 す る説 の 中心 部分を略述 した 。

　 ま ず 、 チ ャ ドウ ィ ッ ク の 見 解 で 興 味 深 い の は 、 「フ ィ ン 王 の 挿 話 」 の

Hengest を Eotan エ
ー オ タ ン す なわ ちジ ュ

ー トと考 えて い る点で あ る 。
上 の

「も う
一

方の Hengest の 属す る部族 は 、『べ 一
オ ウル フ 』で は Eotena（Gen ，pL）、

Eotenum （Dat ．pl．）とな っ て い る」 とい う部分 で あ る 。 しか しなが ら実際に

は 、 『ベ ー オ ウル フ 』の 「フ ィ ン 王 の 挿 話」 の 中で 、Hengest が Eotan エ
ー

オ タ ン に 属 して い る と述 べ られ て い る箇所 は
一

箇所 もな い 。 チ ャ ドウィ ッ ク

は 、 なぜ Hengest をエ
ー オ タ ン す なわ ち ジ ュ

ー トに属す る と考 えた の で あ ろ

うか 、，チ ャ ドウィ ッ ク は 、そ の 理 由 に つ い て 明 言 して い ない
。

　ま た チ ャ ドウ ィ ッ ク は 、 そ の 後 の Hengestの 運命 に つ い て 「フ ィ ン 王 の 挿

話」 で は 述 べ られ て い ない と して い る 。 確か に 、 和 睦 した 後の Hengestが 引

き続 き フ ィ ン 王 の 館 で 過 ご した とい う部分 で は 、 Hengest が 文 章の 主語 で 用

い られ て い るが 、 そ の 後 は 固有名詞 と して の Hengestは 、文 章の 主語 と して

は現われ な い
。 それ で 、 チ ャ ドウィ ッ ク は 、 Hengest が 、 デネに よ るフ ィ ン

王 に 対す る 第二 の 戦 に参画 しなか っ た と考 え る の で あ ろ う。 しか しな が ら、
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フ ィ ン ズ ブ ル フ に お け る 戦 の 後 、 和 睦 に よ りフ ィ ン 王 の 城館 に と ど ま っ た

Hengest に っ い て の 描写 が あ り 、 季節の 移 ろ い と 自然の 描写 が あ り、 そ の 後

に 、 主 語 と して wrecca （
＝ exile ）を主 語 とす る文 章が あ り、 そ して そ の 次に 、

そ の wrecca を受 けて he が 用 い られ る文 章が 続 き 、そ の 人物 は 、 フ ィ ン 王 の

城館 で エ
ー

オ タン に対 す る敵愾心 を捨て 難 くな っ た とい うふ うに述べ られ て

い る （Beowulfll ．1127 −1141）。 そ の 場 合、 その wrecca そ して he が、 固有名詞

を与 え られ て い な く とも、Hengest を表わす こ とは明 らか で あろ う。 チ ャ ド

ウ ィ ソ ク は、 wrecca とい う言葉 に 言及 し て い ない が 、 ネン ニ ウス を も とに 、

Hengest を exile で あ る と して い る 。

）

チ ャ ドウ ィ ッ ク は 、　 Hengest が フ ィ ン

と和睦 した 後、 フ ネ フ の 仇 を討 た ず に 、ブ リテ ン 島に 向か っ た と考え る の で

あろ う。
チ ャ ドウィ ッ ク は 、 「フ ィ ン 王 の 挿話 」 の 後 半で は Hengest につ い

て 触れ られ て い ない の で 、Hengest が主 君の 仇 を とっ た か 否 か 不 明で あ る が 、

主君 を殺 され た 段 階で デネ に 帰 る こ とは で きず 、 亡命 を選択 した の で あ ろ う

と述 べ る 。 しか しなが ら、 「フ ィ ン 王 の 挿話」 の 後 半は 、 wrecca 亡 命者 を主

語 と し た描写 が続 くの で 、 wrecca が Hengestで あ る な らば 、　 Hengestが フ ィ

ン を討 ち 、 主君の 仇 を と っ た こ とは 確 かで あ ろ う。 た だ 、 た とえ主君の 仇を

討 っ た と し て も、 主君 を守 り切 れ な か っ た 将 軍 は 、そ の 責 め を免 れ ない で あ

ろ う。 そ の よ うな意 味か ら、Hengest は 、チ ャ ドウ ィ ッ ク の 言 うよ うに 、デ

ネで は な く 、 新天地 の ブ リテ ン 島を 目指 した とい うこ とは 、考 え られ得 る 。

　 と こ ろ で 、『ベ ー オ ウル フ 』 に つ い て 、 最 も包 括 的 な研 究 書 を 著 わ し、

『べ 一
オ ウル フ 』の 代表的な研 究者 で あ っ たチ ェ イ ン バ ー ズ は、『ベ ー オ ウル

フ 』 の エ
ー

オ タ ン に つ い て の 見解 を 、 二 つ に分 け て 紹介 して い る （Chambers

249−250）。

一
つ は 、

エ ー オ タ ン を Hnzef’

s　Danes 、 す な わ ち フ ネ フ の 下 の デ

ネに 属 して い た と考える 見解で あ る 。 チ ェ イ ン バ ー ズ は 、 そ の 見解を 、 『フ ィ

ン ズ ブル フ の 戦』が フネ フ に よ るフ レ
ーザ ン に 対す る侵 略 で あ る とす る見解

で ある とみ な して い る 。 チ ェ イ ン バ ー ズ は 、
ユ

ー
オ タン を 、 フ ネフ の デネに

属す る とす る見解 は 誤 りで あ る が 、 重 要 な 学者 達 に 支持 され て い る と述 べ 、

その
一

人 と して チ ャ ドウィ ッ ク を挙げて い る （Chambers 　249
，
　fh　3）。 チ ェ イ

ン バ ー ズ は 、次 に 、 エ ー オ タ ン に っ い て の 、 よ り
一

般的 に受 け入 れ られ て い

る見解 と して 、
エ ー オ タ ン が フ レ

ー ザ ン の フ ィ ン の 家 臣で 、
フ ネ フ の 敵 とす

る見 方 を挙 げる 。 そ して そ の 見解 をチ ェ イ ン バ ー ズ が指示 す る理 由を詳述す

る （Chambers 　249−254）。 チ ェ イ ン バ ー ズ の
、 問題 点 を

一
つ

一
つ 検討 して ゆ

く方法は 誠 実で 、 論 旨も明快で あ り 、 最終的に 、
エ

ー
オ タ ン は フ ネフ お よび
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Hengest の 側 で は な く、 フ ネ フ と Hengest の 敵 で あ る とい う結論 も妥 当なも

の で あ る と考え られ る。 しか し なが ら、 あ くまで それ は 「フ ィ ン 王 の 挿話 」

の 文章に よ る限 りに お い て で あ り、後 に触れ る よ うに 、別 の 観点 か ら見れ ば 、

また 異なる結論 もあ り得 る と思われ る 。

　 と こ ろ で 、チ ェ イ ン バ ー ズ の 述 べ る よ うに 、チ ャ ドウ ィ ッ ク は 、確 か に 、

エ ー オ タン をフ ネ フ の デネに属 す る と考 えて い る が 、 しか しな が ら、 チ ャ ド

ウィ ッ ク は 、 フ ィ ン ズ ブル フ に お け る戦 を 、
フ ネ フ に よ る フ レー ザ ン に 対す

る侵 略 と考 えて い た わ け で はない
。 む しろそ の 逆で あ る （Chadwick 　53）。

つ

ま りチ ャ ドウィ ッ ク は 、何 らか の 口的 で フ ネ フ は フ ィ ン の 城館 を訪 れ 、 そ の

時 に フ レ ー ザ ン に殺 され た と述 べ て い る の で 、
フ ネ フ が侵略 しよ うと して 逆

に殺 され た とは 考 え て い な い
。 従 っ て 、

エ
ー

オ タ ン を フ ネフ の デ ネに 属す る

とす る第
一

の 見解 が 、必 ず し もフ ネ フ を侵略者 とす る考え方 で あ る とい うわ

けで は な い
。

　 「フ ィ ン 王 の 挿話」 で は 、 フ レ ー ザ ン と エ ・一一オ タ ン が極 め て 近 し い 存在で 、

ま た背信者 が エ
ー

オ タ ン と明言 されて い る 。 チ ャ ドウィ ッ ク は 、 フ ネ フ の

デ ネに エ ー オ タ ン が 属 し て い た と断 じて い る が 、 チ ャ ドウィ ソ ク の 言 うよ

うな状 況 が 成，立 す る の は 、 お そ ら く、 フ レ
ー

ザ ン の 側 の エ
ー

オ タ ン とは 別

に 、 デネの フ ネ フ の 側 に も 、
エ

ー
オ タン の 別 の

一
派が 属 して い た 場合で あ ろ

う。 そ の よ うな可 能 性 に 言及 して い る の が
、 ギル ヴ ァ ン

、 ト
ー

ル キ ン
、 そ し

て レ ン で あ る。 レ ン は 、 チ ェ イ ン バ ー ズ の Beowulf の 第 3 版 を編 集 し、そ こ

にチ ＝ イ ン バ ー ズ 以 降の 研 究に つ い て 、補遺 と して
一 章を立 て 、 そ の 中 で ギ

ル ヴァ ン の 説 を紹介 し、 また 自らそ の ギル ヴァ ン の 説 を補強、展 開 して い る

6）v レ ン は 次の よ うに述 べ る。 す なわ ち、 ギ ル ヴァ ン は、 フ ネフ の 死 に よ り

Hengest が統率者 に な っ た ヘ ア ル フ デネが エ
ー オ タ ン すなわ ち ジ ュ

ー
トで あ

る とす る古 い 見 解を支持 して い る ；そ の 見解に 基づ くな らば 『ベ ーオ ウル フ 』

の Hengest は 、 ケ ン ト （地域 ） を征 服 し た歴 史上 の Hengest で ある と考え る

こ と を 可能 にす る ；ま た、 Hengest は 、亡 命者 で 、か つ 傭兵隊長 で あ っ た ；

それ は 、1．1137 の wrecca が 示 して い る ； （中略 ） ジ ュ
ー

トに は 、 二 つ の 集団

が あ っ た ・／能性 が ある 、
一

つ は 、1．1069 に見 られ る よ うにヘ ア ル フ デ ネに属

す る ジ ュ
ー ト、そ して 1．1090に 見 られ る よ うに デネ に 属 す るジ ュ

ー トで あ る、

そ して も う
一

つ は 、 フ リ
ー ジア ン を支配 して い た フ ィ ン の 下 に あ っ た ジ ュ

ー

トで あ る （Chambers　544）。 以 上 の レ ン の 見解 は 、お そ ら くチ ャ ドウ ィ ッ ク が 、

説 明は 試 み ず に確 言 して い た事柄 の 実 体 と言え る だ ろ う。
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　と こ ろ で 、 レ ン の 前 に ト
ー

ル キ ン の 説 が提示 されて い た 。 トール キ ン の 説

と レ ン の 説 は 必 ず し も重 な るわ けで は ない が 、共通 す る 面 もあ り、レ ン は ト
ー

ル キ ン に 影響 を与 え られ て い る と思 わ れ る 。 しか し なが らレ ン は、 ト
ー

ル キ

ン に つ い て 、β召o｝耀 が 7
−he　Monsters　and 　the　Criticsに つ い て は 最高 の 賛辞 と

と もに 言及 して い る が （Chambers　606）、 ト
ー ル キ ン の Hengest に つ い て の 見

解 に 触れ て い な い
。 ト

ー
ル キ ン の 見解 は 、次の よ うな もの で あ っ た 。 す な わ ち、

ジ ュ
ー トに は 、 二 っ あ り、

一
つ は ユ トラ ン ドにデネ が侵入 した 時に 、 デネと

融 和 し、デネの 下 に あ っ て デネ を支え て い た
一

派 で あ り、 そ の 長 が Hengest

で あ っ た ；
一

方、 デ ネが侵入 した 時 、 デネ との 融和 を潔 し とせ ず 、 ユ トラ ン

ドを逃れ て フ リ
ー ジ ア ン の 国家に 移住 し 、 フ リ

ー ジ ア ン を支 えて い た
一

派で

あ る ；そ の 二 つ の ジ ュ
ー トが 、 フ ィ ン 王 の 城館 で 会い 、 と りわ け後者が 前者

に対 す る恨 み を抱い て い た の で 、 最初 の 戦が 起 こ っ た ；しか しなが ら、 暫定

的平 和 の 後 、再び 新た なデ ネ が フ リー ジア ン に来 た 時、 Hengest は 、 フ ネ フ

の 無念 を晴 らすの で はな く、 彼 に 従 うジ ュ
ー

ト、 さらに は フ リー ジア ン 、 そ

して デ ネ を連れ て 、 新天 地 ブ リテ ン 島 の ケ ン トに 向 か っ た （Tolkien　IOO−101，

124−130
，
159−162）。 ト

ー
ル キ ン の

、
Hengest が ジ ュ

ー トで あ る とす る根 拠 は 、

「フ ィ ン 王 の 挿話」 の Eotena　bearn とい う表現 で あ り、そ の 箇所 を Hengest

が ジ ュ
ー

トで あ る根 拠 と して い る の は 、 トー
ル キ ン だ けで あ る v そ の 表 現 の

解釈 に つ い て は別 に論 じた い と思 うが 、 トー ル キ ン が結論的 にチ ャ ドウィ ソ

ク と近 い 考 え方に な っ て い るの が興味深い 。 い ずれ に せ よ 、 ト
ー

ル キ ン お よ

び レ ン に よ る、 Hengest が ジ ュ
ー トで ある とい う可能性 の 指摘は 極め て 重 要

な もの が あ り、本 稿 の 結語 部分 で 、再 び それ に つ い て 触 れ る こ とに な る で あ

ろ う。

　 こ こ で 、『ベ ー オ ウル フ 』 の 刊本 で 極 めて 優れ た編纂 を行 っ たク レ ー バ ー

の 見 解に 触れ る こ とに し た い
。 ク レ

ー バ ー
は 、 次 の よ うに 述べ て い る。 す

な わ ち、 「フ ィ ン 王 の 挿話 」 の 物語は 、

…
般的に 北海沿岸の 】ngvaeones イ ン

ガ エ オ ネー ス 7）の 国々 の 間 で 最 初 に創 られ 、 フ リ
ー ス ラ ン ド、高地 ドイ ツ 、

そ して ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン の 新天 地 まで
、

広 く伝 え られ た と考 え られ て い る ；

そ うで あ る な らば ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン に 伝 え られ て い る 「フ ィ ン 王 の 挿話」は 、

極端 な Danificationが な され て い るの で
、 数次に わた る 改変 の 変遷が あ っ た

に違い ない （Klaeber　235）、 と。 ク レ
ー バ …

は 、 チ ャ ドウィ ッ ク を は じめ と

す る 何人 か の 研 究者 が 、 「フ ィ ン 王 の 挿 話 」 とべ 一 ダの それ ぞ れ の Hengest

を同
一

人物 として い る こ とに 言及 し 、 も し同
一

人 物で あ っ た な らば 、

べ 一 ダ
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に 登 場す るジ ュ
ー

トの Hengest は 、「フ ィ ン 王 の 挿話 」の 中で は 、 確実 に フ リ
ー

ジア ン とと もに行動 した で あ ろ う、 と述 べ て い る 。
つ ま り、 ベ ー ダに登 場 す

る ジ ュ
ー トの Hengest が 、「フ ィ ン 王 の 挿話 」 で は、デネ側 を代表 して フ レ ー

ザ ン （フ リ
ー ジア ン ）お よび エ

ー
オ タ ン （ジ ュ

ー
ト） と戦 っ て い る の は不 自

然で あ る とい う、 極 めて 妥 当 な指 摘 で あ る 。

　 しか しなが らク レ
ー バ ー

は 、 そ の
一 方で 、 可 能性 と し て 、

二 っ の 時期 の

ジ ュ
ー トに つ い て の 伝 承 が 、 ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン 人 の 「フ ィン 王 の 挿話 」 に

反映 され て い るの で は な い か 、 と問 い か けて い る （Klaeber　235　fu．）。 す な わ ち 、

ユ トラ ン ドに 居 住 して い た時 の ジ ュ
ー

トは 、デネ と近 い 存在 で あ り、 それ ゆ

え 「フ ィ ン 王 の 挿 話」 に お け るデネの 武将 と して の Hengest とい う存在が 考

え られ 、
一

方 で 、フ リー ジ ア ン の 近 くに 居住 し て い た 時 の ジ ュ
ー トは 、フ リ

ー

ジア ン と の 強い 結 び つ き を示 し 、そ れ 故、 「フ ィ ン 王 の 挿 話」 で 、 エ ー オ タ

ン すなわ ちジ ュ
ー

トが 、 フ リ
ー ジア ン と同 じ意味で 用 い られ て い る、 と。

　 ク レ ーバ ー が述 べ る よ うに 、 ジ ュ
ー トは 、確 か に 二 つ の 異 なる 居住時期 の

段 階が あ っ た 。 ま ずジ ュ
ー トは ユ トラ ン ドに い て 、 そ の 結果 その 名 を半島の

名前 に残 して い る ， そ の 次 の 段 階で 、
ジ ュ

ー トは フ リー ジ ア ン の 近 くに居住

して い た 。 そ れ は 、 古期英語 の 最 古の 詩 『ウ ィ
ー

ドシ
ー

ス 』か らも窺 うこ と

がで き る （Widsith　lL26−27）。 そ の フ リ
ー ジア ン の 近 くに居 住 して い た ジ ュ

ー

トが 、
フ リ

ー ジ ア ン と
一

緒 に 、 あ るい は フ ラン ク と
一緒 に 、ブ リテ ン 島に渡 り、

ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン 七 王 国 の 最初 に 隆盛 した ケ ン ト王 国 を造 っ た の で あ る 。

　ク レ
ーバ ー

は 、
二 っ の 段 階の ジ ュ

ー
トが 「フ ィ ン 王 の 挿話 」 に 反 映 され て

い る 部分 に つ い て 、 次の 箇所 を挙げ る 。

一
つ は 、

ユ トラ ン ドに居 住 して い た

頃 の ジ ュ
ー

トで 、 Hengest が デネ の 将 軍 と して 登 場 して い る箇所 、 も う
一

っ

は 、 フ リ
ー ジア ン の 近 くに 居 住 して い た 頃 の ジ ュ ・

一一 トで 、 デネ と敵対 して い

る箇所 で あ る 。
つ ま りク レ

ー バ ー
は確言 して は い ない が 、Hengest は ジ ュ

ー

トで あ る と考 えて い て 、 Hengest の 立場 か らは 、
一
見矛 盾す る よ うなデ ネ と

フ リ
ー ジア ン の 関係 も、 二 つ の 時期の ジ ュ

ー一トの 伝承 が混在 して い る の で あ

れ ば 、 理 解で き ない こ とは ない とす るの で あろ う。
つ ま りク レ ーバ ー

は 、チ ャ

ドウィ ッ ク の 見解に あ る程 度 の 賛意を示 して い る の で ある。

　確 か に ジ ュ
ー

トは、第二 の 段 階につ い て は 、前述の よ うに 、『ウ ィ
ー一一　F

’
シ

ー

ス 』 か ら 、
ジ ュ

ー
トとフ リ

ー ジ ア ン の 近 しい 関係 は窺 うこ とが で き る。
しか

しな が ら第
一

の 段 階 で 、 ジ ュ
ー

トが デネ と近 しい 存在 で あっ た と い う記 録 は

な く 、 む しろ逆に 、
ジ ュ

ー
トは 、 後方 の デネ に よ っ て 押 され る よ うに し て 、
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フ リ
ー ジ ア ン の 地 域に移住 した と思わ れ る 。 た だ 、 文献 が ない だけ で

、 ク レ ー

バ ー
の 言 うよ うに 、

一 時期 ジ ュ
ー

トとデネの 親近 的関係 も存在 した 可 能性 も

ある の か も知れ ない 。 従 っ て 、 「フ ィ ン 王 の 挿 話 1 で 、 Hengest が ジ ュ
ー

ト

で あるに もか か わ らずデネ と親 しい 関係 に な っ て い るの は 、 ク レ ー バ ー
の 言

うよ うに 、初期 の 歴 史の 反 映 と も考 え られ る。 た だ 、 問題 は 、 「フ ィ ン 王 の

挿 話」 に お い て 、 Hengest が ジ ュ
ー

トで あっ た と したな らば、 なぜ ジ ュ
ー

ト

と して 述 べ られ て い な い か 、 で あ る。 ジ ュ
ー

トが デネ と親 しい 関係 で あ っ た

の で あれ ば 、 Hengestは デ ネに 属す る ジ ュ
ー トと記 され て も良い は ず で あ る 。

ジ ュ
ー一 トと記 され て い な い 理 由は 何で あろ うか 。 ク レ ー バ ー は 、 ア ン グ ロ ・

サ ク ソ ン に お い て 「フ ィ ン 王 の 挿 話」 の 物語 に Danificationで 特徴づ け られ

る徹底 的な改変が な され た と して い る 。 ク レ ー バ ー の 言 うDanificationは 、

ま さに 『ベ ー
オ ウル フ 』の 「フ ィ ン 王 の 挿話 」 の 特徴 と言 え る もの で あ あ ろ

う。 ク レ ー バ ー
は 、

Danification とい う言葉を 、 どの よ うな範 囲に ま で 用 い

て い るの か わ か らな い が 、 ジ ュ
ー

トの Hengest がデネの 武 将 とな っ て い る こ

とも、含意 され て い る と考 えて も誤 りで は ない で あ ろ う。 それ で は なぜ
、 イ

ン グ ラ ン ドの 「フ ィ ン 王 の 挿話 」 にお い て 、 そ の よ うな Danificationが行 わ

れ た の で あ ろ うか
。

つ ま り、 なぜ 、ジ ュ
ー

トと思 われ る Hengest が 、デ ネ の

武 将に な っ て い るの で あろ うか
。

4

　『べ 一
オ ウル フ 』は 、 デネ に っ い て は 、 称 賛 の 記述 で 連 ね られ て い る とい

う見解が 支配 的で あ っ た 。 そ れ に 対 し 、 『ベ ー オ ウル フ 』 で は 、 デ ネに 対 し

て 二 律背反 的表 現 が見 出 され て い る と指 摘 した の は 、 ナ イル ズ で あ る （Niles

107−117）。
つ ま り 『ベ ー オ ウル フ 』は 、 デ ネの 輝 か し い 時代に 対 す る称賛 と

デネの 現在 の 窮 状 にっ い て の 記述 が交 互 に な され て い る とす る の で あ る 。 確

か に 、 『べ 一 オ ウル フ 』 にお い て
、 デネ は 必 ず し も称 賛の み が な され て い る

の で は ない
。 デネ の 王 宮を襲 う怪 獣 グ レ ン デル の 暴虐 に 対 し 、 友邦 国イ ェ

ー

ア タ ス の べ 一 オ ウル フ に 、 局 面 の 打開 を懇請す る以外 にな すす べ が なか っ た

の は、 デネの 窮状そ の もの で あ る 。 しか しな が ら 、 デネの 窮状 の み が述 べ ら

れ て い るの で もな い
。 『ベ ー

オ ウル フ 』の 冒頭 に 見 出 され る よ うに 、デ ネの

王 朝は ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン 諸王 国の 王 統 とも関係 し 、 そ の 国王 の 葬送は 、 こ

の 上 な く荘重 なもの と して 記 述 され て い るか らで あ る 。
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　 それ で は 、
「フ ィ ン 王 の 挿 話」 に、 ナ イ ル ズ の 言 う二 律背 反 的観 点は 見 出

され る で あ ろ うか
。 見 出 され る と した ら、 二 つ の うち どち らの 観点で あ り 、

ま た 、 どの 部 分 に そ れ が 見 出 され るで あ ろ うか 。 実 は 、 「フ ィ ン 王 の 挿話 」

の Hengestが
、 そ こ に 関係 して 来 るの で あ る 。 まず 、 ナ イル ズ の Hengest に

つ い て の 言 及 を見 る こ とに した い
。

　 ナ イ ル ズ は 、 『ベ ー
オ ウル フ 』 の デネ に 対す る二 律背反的観点 を指摘 した

後、Hengest に 言及 して い る 。 ナ イル ズ は 、 そ の 二 人 の Hengest が 同
一

人物

で あ る 可能 性 を示 唆 し 、 次 の よ うに 述 べ て い る 。 す な わ ち、 も し 「フ ィ ン

王 の 挿 話」 の Hengest が
、
449 年 に ジ ュ

ー トを 率 い て ブ リテ ン 島に 渡 っ た

Hengest と同
一

人物で あ る な ら、　Hengest は 、 すで に デネの 統率者 に な っ て

い るわ けで あ り 、
Fフ ィ ン 王 の 挿話 」 で Hengest が 特 筆 され て い る の も理 解

で きる ；そ の 場 合、 イ ン グラ ン ド人 とデ ー
ン 人 は 、 Hengest を共 通 の 祖 先 と

して 称 賛す る こ とが で きる か らで あ る （Niles　285 −286
，
　Note52 ．）、 と 。

　ナ イル ズ は 、 べ 一 ダの Hengest を、 ジ ュ
ー

トを率 い て ブ リテ ン 島 に渡 っ

た 人物 と して い る が 、Hengest 自身 が ジ ュ
ー トで あ っ た か 否 か に は 触れ て い

ない
。 ま た 、

「フ ィ ン の 挿話 」 で 、 Hengest はデネ の 統率者 に な っ て い る と

述 べ て い る が 、 Hengest の 出 自がデ ネで あ る か否 か に っ い て は言及 して い な

い 。 し か しなが ら、 ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン の 起源 の 議 論 にお い て 、 ベ ー ダの

Hengest がジ ュ
ー

トで ある とい う記 述 は 、 諸々 の 議論 の 前提 と考 え られ 、 そ

の 部分 を否 定す る と、諸 々 の 議 論 自体が 成 立 し な くなる。 従 っ て ナ イル ズ も、

べ 一 ダの Hengest を 、お そ ら くジ ュ
ー

トと考 えて い る の で あろ う。 また 、ナ

イル ズ は、Hengest を 1フ ィ ン 王 の 挿 話」 で は、デネの 統 率者 とな っ て い る

と述べ て い るが
、 そ の 揚合 、

Hengest は ジ ュ
ー トで

、
か つ デネに属 して い る

と考 え るの で あ ろ う。 ナ イル ズ の 説 を敷 衍す る と、Hengest は ジ ュ
ー

トで あ っ

た がデネに 属 し
、 デネの 統率者で あ っ た 、 そ して そ の Hengest が ジ ュ

ー
トを

率 い て ブ リテ ン 島 に初め て 渡 っ た 、 とい うこ とにな るで あ ろ う。

　 「フ ィ ン 王 の 挿話 」 で は 、 ジ ュ
ー

トは 、 戦の 原 因 を作 っ た 背 信者達 と して

述 べ られ て い る 。 そ の ジ ュ
ー

トは 、 あ くま で フ レ
ー ザ ン の 側 の ジ ュ ・

一一
トで

あ っ た 。
「フ ィ ン 王 の 挿 話 」 に は 、 フ ネ フ の デネ側 に もジ ュ

ー
トが 属 し て い

た とは全 く述 べ られ て い ない
。 しか しなが ら、チ ャ ドウ ィ ッ ク 、ク レ ー バ ー

、

ト
ー

ル キ ン 、 ギル ヴ ァ ン 、 レ ン 、 そ して ナイ ル ズ は 、 い ず れ も、 Hengest を

含め
、 デネの 側 に もジ ュ

ー
トが 属 して い た と考え る見解で あ っ た

。
しか しな

が ら、Hengest を 含め 、 デ ネ の 側 に ジ ュ
ー

トが 属 して い た に もか か わ らず 、
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なぜ 「フ ィ ン 王 の 挿話」 に そ の 旨が 明記 され て い ない か 、ト
ー

ル キ ン を除 き、

そ の 理 由につ い て は、述 べ られ て い ない
。 明記 され て い ない 理 由 とは何で あ

ろ うか 。

　そ れ は 、 まず そ の 物語 の 前提 か らすれ ば 、 そ の よ うに な らざる を得 ない 、

とい うこ とが あ る で あ ろ う。 そ の 物 語 の 前 提 が 、 「ヒ ル デブル フ が 、 エ ー オ

タ ン （ジ ュ
ー ト）の 背信 に よ り悲劇 に遭 っ た」とされ て い るの で あれ ば 、ジ ュ

ー

トは 悪の 側 で なけれ ば な らず 、従 っ て 、 あ らか じめ 正義の 側 の デネの 英雄 と

され て い る Hengest は 、
ジ ュ

ー
トで あ る とい うこ とを明 らか に され て は な ら

な い こ とに な る で あ ろ う。 Hengest 、 そ して Hengest の 他 に もデネに 属す る

ジ ュ
ー トが い た とす れ ば 、 や は りそ の 事 は 触 れ な い で あ ろ う。 正 義 の 側 の

Hengest が ジ ュ
ー トで あれ ば 、

「フ ィ ン 王 の 挿話」 の 冒頭の 「ひ とえ に エ ー

オ タ ン （ジ ュ
ー

ト） の 背 信 に よ りヒ ル デブル フ に悲劇 がふ りか か っ た 」 とい

う内容の 部分 が
、 意味 をな さな くな るか らで ある 。 ア ン グ ロ ・ サ ク ソ ン 人で

あ っ た 『べ 一 オ ウル フ 』の 作者 は 、エ ーオ タ ン すな わ ち ジ ュ
ー トの 背信 行 為

を強調 して 「フ ィ ン 王 の 挿話」 を組 み 立 て た 。 しか しなが ら、 それ で は なぜ

「フ ィ ン 王 の 挿話 」 に お い て 、Hengest は あ くま で デネと され 、 ジ ュ
ー

トで

あ る とい う点 は 明記 され ず 、 ジ ュ
ー トは 悪 の 側 、 フ レ

ーザ ン の 側 の み に属 す

る 存在 に され た の で あ ろ うか 。
つ ま り 、 なぜ

、
「フ ィ ン 王 の 挿話 」 で 、ジ ュ

ー

トは 悪で 、デ ネは 善 とい うふ うに 、 ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン 人 で あ る 『ベ ー オ ウ

ル フ 』の 作者 は 、 設定 した の で あ ろ うか
。 そ れ は 、イ ン グ ラ ン ドの 側 か ら の 、

デネ に対 す る賛意の 表 われ とも考 え られ 、ナ イル ズ の 言 う二 律背 反 の 観 点の 、

お そ ら く最 大級 の 賛 意で あ り、 また それ は、 ク レ
ーバ ー

の 言 うDanification

で もあ ろ う。 そ の Danificationを もた らす こ とにな っ た理 由に つ い て 、次の

結語 部分 で あ らた め考 え る こ とに した い 。

5

　こ れ まで 、『ベ ー オ ウル フ 』 「フ ィ ン 王 の 挿話 」 とべ ー ダ の 2 人 の Hengest

に つ い て 、 それ が 同
一

人物 で ある か 否 か 、 また 同
．t
人 物 で ある とすれ ば、 な

ぜ べ 一 ダで は ジ ュ
ー

トとな っ て い る Hengest が 、
「フ ィ ン 王 の 挿話」 で は デ

ネ に な っ て い るの か につ い て 、様 々 な研究者 の 見解 を検討 し なが ら考 えて き

た 。

　チ ャ ドウ ィ ッ ク は 、 「フ ィ ン 王 の 挿話 」 に お け る Hengest が ジ ュ
ー

トで あ
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る こ とを 自明の 事 と して い た 。 しか しなが ら、チ ェ イ ン バ ー ズ の 述 べ る よ う

に 、
「フ ィ ン 王 の 挿話 」 の み に よ っ て は 、 Hengest が ジ ュ

ー
トで あ る とい う

事 は 明 らか に は な らない 。 「フ ィ ン 王 の 挿 話」 に お け る Hengest を ジ ュ
ー

ト

と考 え、 そ の 前提 で 推論 を展 開 した の が
、 ト

ー
ル キ ン そ して レ ン で あ っ た 。

トー
ル キ ン と レ ン に 共通 して い るの は 、 フ レ

ー ザ ン の 側 に も 、 デネ の 側 に も

ジ ュ
ー トが い た と い うこ とで あ る 。 チ ャ ドウ ィ ッ ク の 述 べ る よ うに 、

「フ ィ

ン 王 の 挿話」 の Hengest が ジ ュ
ー

トで あ るな らば 、
　 Hengest がデ ネの 武 将 と

して の み 記 述 され 、 ジ ュ
ー

トと して 明 言 され て い な い 理 由 は何 で あ ろ うか 。

それ が 、 ク レ ー バ ー の 言 う、 イ ン グラ ン ドにお け る Danification を 生ぜ しめ

た もの で あろ う。
Ingvaeones の 諸国で 作 られ 、 流 布 して い た 「フ ィ ン 王 」 に

関す る物語 は 、 イ ン グ ラ ン ドで 、数次 の 改 変が な され 、 そ の 時に Hengestが

敢 え て ジ ュ
ー トと明言 され ない 記 述 に な っ た の で あろ う。 そ こ に は 、イ ン グ

ラン ドで Hengest を ジ ュ
ー トと明言せ ず、デ ネ と して の Hengestを強調す る

必要 性 が あ っ た と考 え られ る の で あ る 。

　なぜ イ ン グ ラ ン ドにお い て 、 Hengest を ジ ュ
ー

トで は な く、デ ネ と して 強

調 す る必 要 が あ っ た の か 、 そ れ は 、
「フ ィ ン 王 の 挿話 」 の 中 で 、Hengest は

称 え られ なけれ ばな らな い 存在で あ るか らで あ る 。
つ ま り、怪獣 グ レ ン デル

を倒 したべ ーオ ウル フ の 祝宴で 、無力の デネが 強調 され す ぎない よ うに 、 デ

ネ の 英雄 が 称 え られ な けれ ば な らなか っ た の で あ る 。 デネの 英 雄 を称 え 、そ

の 英雄 と と もに べ 一 オ ウル フ の 英雄 的行為 を 称 え る の が 「フ ィ ン 王 の 挿 話 」

の 目的だ か らで あ る 。 Hengest は 、 困難iの 中で デ ネを救 っ た 。 デ ネの 英雄 を

称 え 、 そ の 英雄 的行為 をべ 一 オ ウル フ と重ね 合わせ る の が 「フ ィ ン 王 の 挿話」

の 趣 旨で あ り、 そ の ために は、 Hengest は エ ー オ タン すなわ ちジ ュ
ー一トで は

な く、デ ネで な けれ ば な ら なか っ た の で あ る 。

　 8 世紀 、イ ン グラ ン ドにデー ン 人 が侵 入 し、 9 世紀後半、 ロ ン ドン とチ ェ

ス タ ー を結ぶ 線 の 北の 広 大 な領域が デー
ン ロ

ー 地域 に な っ た 。 あ くまで 統治

の 側 は ア ン グ n ・サ ク ソ ン 人 で あ っ た が 、 中部か ら北部の デー ン 人 も、 イ ン

グ ラ ン ドを構 成す る重 要 な構 成民族 に な っ た
。 そ の た め に何 よ りも必 要 と さ

れ た の が 、ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン 人 とデ ー ン 人 の 融和で あ っ た 。 作成 され た経

緯 は 不 明 で あ る が 、 作 晶 と し て の 『ベ ー オ ウル フ 』、 と りわ け そ の 前 半 は 、

ナ イ ル ズ の 言 うよ うに 、デ ー
ン 人 を称 え る

一
方 で 、デ ー ン 人が 困難 を通 じて 、

つ ま りベ ー オ ウル フ の 手 を借 りて 、 か ろ うじて 国家を維持 して い るこ とが描

か れ て い る 。そ れ は 『ベ ー オ ウル フ 』 の 作者 が 、『ベ ー オ ウル フ 』 を通 して 、
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ア ン グ ロ ・サク ソ ン とデネの
・
体化 、 共存共栄 を 目指 そ うと した表 われ と考

え られ る 。 デ ネの 窮状 は 、 イ ェ
ー タ ス の 英雄べ 一 オ ウル フ に よ っ て 助 け ら

な けれ ば な らず、 また そ の こ とで 失われ た デネの 名誉 は 、 「フ ィ ン 王 の 挿話 」

の デ ネの 英ts　Hengest に よ っ て 回復 され なけれ ば な らない 。 それ ゆ え 、「フ ィ

ン 王 の 挿話」 の Hengest に つ い て 、 そ の デネに 属す る点 を強調 して 、英雄 行

為 を称 えた の で あろ うと思 わ れ る。

　以 上 、 「フ ィ ン 王 の 挿話 」 で は Hengest は ジ ュ
ー

トで あ っ た とは 述 べ られ

て い な い が 、
「フ ィ ン 王 の 挿話」 の 物語 に お ける ジ ュ

ー トの 悪の 強調 、『べ 一

オ ウル フ 』の 中の デ ネ に 対す る 二 律背反 的観点 、もとも との 「フ ィ ン 王 の 物語」

に Danificationは な か っ た点 、 等 を考 え併せ る と 、 Hengestが ジ ュ
ー トで あ っ

た とい う帰結 は 、 不 自然な もの で は ない と思 われ る 。 従 っ て 『ベ ー オ ウル フ 』

の 「フ ィ ン 王 の 挿話 」 お よび 『フ ィ ン ズ ブル フ の 戦』の 中に 登 場す る デネの

英 雄 Hengestが 、
ベ ー ダの 記述 の 中の ブ リテ ン 島に 最初 に移住 した ジ ュ

… ト

の 代表 の Hengest と同
一

人物で あ っ た可能性 は 、 十分 に ある と言 うこ とが で

き るで あ ろ う。 な お 、本稿 で は、「フ ィ ン 王 の 挿 話」に お い て Hengestを ジ ュ
ー

ト とす る記述 は見 出 され な い とい う立 場に 立 っ て 論 じた 。 唯
一

、
Hengest を

ジ ュ
ー

トとす る記 述 が 「フ ィ ン 王 の 挿 話」 に 見 出 され る と した ト
ー

ル キ ン の

見 解 に つ い て は 、稿 を改 めて 論 じたい 。

註

　　
1

ク レ
ーバ ー

は 、も し原詩 が残 っ て い れ ば 、 300 行 く らい の 詩 の 可能性 が あ る と

述 べ て い る （Klaeber．　p．236）。

　　
2

拙稿 「『べ 一
オ ウル フ 』 フ ィ ン 王 の 挿話 にお け るエ

ー
オ タ ン 」、『異 文化 の 諸相』、

第 25 号、 日本英語文化 学会、2004 年、を参照。

　　
3

厨川 文夫 、 『厨川 文夫著作集 、 上』、 金星 堂、493 頁参照 。

　　
4

ヘ ア ル フ デ ネ とは デ ネ の 国王 で 、 『ベ ー
オ ウル フ 』 の 中で 何度 も言及 され て い

る が、デネの 国 王 フ ロ ーガ ール の 父親 で ある 。

一
方 、デネ と同族の ヘ ア ル フ デ ネとい

う部族名 も別 に存在す る （Beowulf 　］．1069）。 『ベ ーオ ウル フ 』に は 、フネ フは そ の 部族

名 の ヘ ア ル フ デネ に属 して い た と述 べ られ て い る が、フ ネ フ が フ ロ ーガー
ル の 父 親の

ヘ ア ル フ デネ に仕 え て い た とは 述 べ られ て い ない
。

し か しチ ャ ドウィ ッ ク の 述 べ る よ

うに 、時 代か ら して 、実際 に フ ネフ の 仕 えて い た の は 、フ ロ
ース ガ ール の 父 親 の ヘ ア

ル フ デネで あ っ た と思 われ る。

　　
5

ク レ ーバ ー
は 、wrecca は 、　 exile

，
　adventurer

，
　hero等の 意味が ある と し、そ の 部

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society for Culture in English

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　for 　Culture 　in 　English

『べ 一オ ウル フ 』「フ ィ ン 王 の 挿話」 に お け る Hengest に つ い て 　　19

分の wrecca を exile で は な く 、 heroと して い る （Beowulf　420）。

　　
6

ギル ヴァ ン は 『ベ ーオ ウル フ 』の 成 立 時期を 、
こ れ ま で の どの 説 よ りも早 く

7 世 紀 と した （Girvan
，
　R ．

，
　Beow ’

uif 　and 　the　Seventh　C8η∫曜 y，1935；2nd　cd ．，　Mcthuen ，

London ，1971）。
レ ン は チ ェ イ ン バ ーズ と同 じよ うに 定説 の 8 世紀 前 半 を踏襲 して い

る と思 われ るが 、
「フ ィ ン 王 の 挿話 」 の Hengest につ い て は ギル ヴァ ン の 説 を支持 し

てい る 。
つ ま り 『ベ ーオ ウル フ 』 の 成立 時期の 議論 と 「フ ィ ン 王 の 挿話 」 の Hengest

は別 個に 論 じ られ 得 る とい う考え 方 で あ ろ う。
しか し私 見 で は 『べ 一

オ ウル フ』の 成

立時期 と 「フ ィ ン 王 の 挿話」 の Hengest とは深い 関係が ある と思われ る。註 2 ）の 拙

稿等で 触れ た こ とが あ り、本稿 で も示唆 は試み た が 、そ の 間題 に つ い て は 、あ らた め

て論 じた い と思 う。

　　
71ngvaeones

は 、　 lngaevonesとも記 され る 、タ キ トゥ ス 、大 プ リニ ウ ス 、ス トラ

ボ ン等に 言及 され て い る 北海 ゲル マ ン人 の 諸部族お よびそ の 国家で あ る 。 Cf．Tacitus，

2。
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Synopsis

Hengest in BeowuLf

I WAYA  Michio

     In Beowuij"we can  find several  important digressions, in which  is included

so  called  the Finn Episode. Finn was  the king of  Frisia, which  was  one  of  the

Gcrmanic kingdoms  in the Middle  Ages. In that Episode, Hnatfl who  was  Finn's

brother-in-law and  belonged to the Danish dynasty, visited  Finn's castle  and  during

his stay  there broke out  a  war  between the Frisians and  the Dancs. The  Jutes, who

later migrated  to Britain with  the Angles and  Saxons, were  on  the Frisians' side

and  in the beginning ofthe  Episode had been suggested  the Jutes' treachery toward

the Danes. The  leader of  the Danish army  was  called  HengesL AIthough  Hengest

and  his men  fought bravely, Hnzef and  his son  were  slayed  and  the war  resulted  in

their defeat. After the war  I-Iengest waited  fbr the chance  and  finally revenged  his

king.

     In the Finn's Episode Hengest  was  the  leader ofthe  Danes  and  fought
with  the Frisians and  the Jutes. On  the othcr  hand, we  find the name  Hengist in

Venerable Bede's Ecclesiastieat History of of the English People. According to
Bede Hengist was  onc  of  the earliest  settlers in England  and  was  the lcadcr of  the

Jutes. Hengist "'as  changed  to Hcngest in the Old English trans]ation of  Bede by
Alfred the Great. The  narne  Hengest is thought  to be very  rare  in O]d English. Is

it then  an  incidcntal occurrence  that the two  names  coexisted  in both Beowuij"and
Bede? Or do they signify  one  and  the same  person? In the latter case,  we  are  to

face the next  question: why  does Hengest who  in Beowuij"belonged to the Danes

and  fought with  the Jutes emergcs  as  the leader of  the Jutes in Bede?  This paper
aims  to solve  the question. It also  tries to seek  for thercason why  BeowuLfl which  is

the story ofthe  Danish world,  was  written  in Anglo-Saxon England.


